
今後の財政見通し

平成３５年度見込

国保特会繰出金

１．５億円
エアコン起債償還金

０．６億円
清掃センター起債償還金

１．７億円
平成３４年度見込 清掃センター更新

２．５億円
エアコン起債償還金

０．６億円
会計年度任用職員

清掃センター更新 ２．０億円
２．５億円

平成30年度見込 平成31年度見込 平成32年度見込 平成33年度見込 会計年度任用職員 北給食センター

２．０億円 4.5億円
エアコン起債償還金

０．６億円 △１０．６億円

会計年度任用職員 北給食センター

２．０億円 4.5億円 （GDP成長率：1.2％）

エアコン起債償還金

０．６億円
会計年度任用職員 北給食センター

3.2億円 ２．０億円 △２．４億円 4.5億円 △４．９億円 △９．９億円 △１５．６億円

北給食センター

３．７億円 4.5億円 △１８．８億円

北給食センター

８．１億円 3.5億円

過年度償還金

１．６億円

一般財源 一般財源
258.2億円 261.4億円
(平成29年度決算統計）

社会保障関係費

2.5億円

過年度償還金等　3.14億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円実質収支　9.05億円

本来実質収支
＝５．９１億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

平成29年度決算
社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円 ベースライン
（H30ライン）

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円

社会保障関係費

2.5億円 H29ライン

平成30年11月13日
総務部財政経営課

一般財源に係る国の試

算ライン

社会保障関係費

2.5億円
歳入：平成30年度一般財源見込額を横ばい

歳出：平成２９年度決算額をベースに増額分を見込

【資料２】

平成２９年度末基金残高

公共施設整備基金：１，１３８，９１０千円→小中エアコン財源に充当後 約220,000千円

職員退職給与基金：１，５８４，５２２千円→毎年度2.7億円取り崩し見込み済→平成43年度まで対応可能

財政調整基金：２，４０５，８２４千円→災害時等の対応財源

減債基金：４，１０５，０３２千円（貸付除く残高３，０６５，０３２千円）

→病院収支計画上の必要額：３４億円（現時点からさらに２，３６０，０００千円貸付が必要）→平成34年度までに充当可能

額は約５億円程度（※病院事業会計への追加の貸付がない場合）

前提条件

・一般財源は平成30年度以降横ばいとする。（平成31年度地方財政の課題（総務省）の記述（平成31年度地方一般財源を前年度同水準で確保）による。）

・消費税及び地方消費税の増税（平成31年10月 ８％→１０％）による地方交付税の増額は国においては交付税特別会計の借入額の減、地方においては臨時財政対策債の減とな

る見込みであること、また地方消費税交付金の増額は同額が基準財政収入額に算入され地方交付税の同額の減になる見込であること、更に社会保障の充実（教育負担の軽減、子

育て支援、介護人材の確保）に対する地方財政への影響は明確になっていないことにより見込まないものとする。

・社会保障関係費は毎年度＋２．５億円を見込むものとする。

・清掃センターの更新（平成34年度～3ヶ年）費用について、建設費に対する起債の償還額は平成35年度以降から見込むものとする。

・国保基金の残高を勘案し、平成３５年度以降は、再度国民健康保険特別会計への繰り出しを復活させるものとする。

行政改革の推進！
△１０億円

基金の活用
△５．６億円


